
特集「熊本地震から１年」

「熊本地震から１年」
特集ルポ 再び熊本県の被災地を訪ねた。息子を亡くした両親と出

会った記者は共に遺体発見現場となった阿蘇へ。また、
別の記者は震災直後のボランティアの炊き出し中に取材
した被災女性と仮設住宅で１年ぶりの再会を果たした。
被災地で聞いた２つの「声」を届ける。
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晃さんが発見された谷底を
見つめる卓也さん


